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□□　第５章　カラーシミュレーションとカラーコントロール　□□
１．実際の色を変更してみることが難しい場合には、コンピューターを用いたカラーシミュレーションを試す価値があるだろう。

　そういった場合、ＣＡＤやＣＧのデータとして色や表面の反射性状を指定するというやり方が考えられるけれども、テキスト本文中で紹介したのは、もっと簡便に、類似した物・環境を撮影して、色を変えてみることから手掛かりを掴もうというやり方である。

　色変換領域について、色相・彩度・明るさの３つを指定してしまうとべた塗りの画像になってしまう。したがって、〔　　　　〕については、元画像の相対的な分布を維持して、値を変化させる。残りの２つの属性〔　　　　〕と〔　　　　〕については、変換したい色を当該環境で撮影し、その色領域のＲＧＢ値を指定する。

　そうすることで、その光環境での色の見えを再現することができるだろう。

２．カラーモニターで調整したデザインが、プリントしてみたら色のバランスがおかしい、思ったような色が出ないということは日常茶飯事であろう。何とか解消できないものだろうか。

　カラーマネジメントというのは、そういった色の不整合を調整し、WYSWYG（What You See is What You Get）を達成するための手段である。

　モニターは基本的には〔加法、減法〕混色であるので、〔加法、減法〕混色の原理に則ったカラープリンターとは再現できる色の領域が異なる。モニター１台１台も、色再現特性が異なるので、ＲＧＢの値が同じであっても、表示される色は微妙に異なる。液晶ディスプレイ（〔CRT、LCD〕）や液晶プロジェクターも、同様の原理で色の変化が生じる。

　そこで、モニター、カラープリンター、液晶ディスプレイ、液晶プロジェクターなどの色表現の特性をあらかじめ調べておいて登録し、それをもとに色を変換して表示するシステムが考案された。それがカラーマネジメント・システムである。カラーマネジメント・システムは、基本的には色表現の特徴を記述したカラープロファイルと、それを解釈するカラーエンジンで構成される。カラープロファイルの記述は〔　　　　　　〕カラースペースの上でなされることが多いが、これは、このカラースペースが光の混色を表現できるだけでなく、XYZ表色系より色差の感覚との対応がよく、また、b=0の直線が〔G-R、Y-B〕の軸に、a=0の直線が〔G-R、Y-B〕の軸にほぼ対応するので、数値から色をイメージしやすいということが関わっていると思われる。

３．写真などは、実際の色を忠実に再現するよりも、記憶されているイメージに近い色を再現した方が喜ばれるという。

　記憶色は、実際よりも〔明度、彩度〕が〔高く、低く〕記憶されていることが多い。また、色相がずれるときには、日頃目にする同種の物体の色に引きずられる傾向があるようである。このようなずれは、〔記憶過程において、記憶から30分後の頃、記憶した当日の睡眠中、１週間程度の時間を経る中で〕発生するようだ。

４．物体色を伝達する場合には、マンセル表色系が役に立つ。しかし、記号だけ伝えても、相手がJIS標準色票を持っていない場合には、具体的にどういう色かを判断しがたいということがあるだろう。そこで、色見本を指定して、それに基づいて色の情報をやりとりするということが考えられる。色見本を切り取って貼りつけて送るなどということは、高価な標準色票では考えづらいが、安価な色見本であれば可能である。

　主な色見本として、塗料関係では〔　　　　　　　　　〕、印刷関係では〔　　　　　　　　〕などがある。

５．デザインの発想の段階でコミュニケーションを取るというような場面では、色見本帳を挟んでやり取りするより、言葉で表現しあった方が効率的なこともあろう。慣用色名を憶えておくことは、そういう意味で薦められる。とは言っても、JISに登録されているものだけで、〔　　　　〕色もある。主要なものを憶えるということになるだろうか。

　たとえば．．．「もえぎ色」は、黄色系統の色だと思ってはいけない。萌葱であるから〔　　〕系の色なのである。新橋色などもイメージしづらいか。新橋の芸者が好んだという〔　　〕系の色である。江戸の頃には、俗に四十八茶百鼠と言われるほど、くすんだ色合いが区別されていたという。白秋作詞の歌にも出てくる利休鼠は、グレーにほんの少し〔　　　〕を混ぜた色合いである。

　外来語となるともっと難しくなるかもしれない。ボルドーはワイン好きであればわかるだろうが〔　　　〕系の色である。カーマインは昆虫から抽出した色素の色が基になっている〔　　　〕系の色である。アメリカなどで壁の色を表すときなどによく使用されるバフというのは牛のもみ革の色で、〔　　　〕系の色である。モーブは世界初の合成染料の色として有名だが、〔　　　〕系の色である。

　他にもいろいろあるので、興味のある色名について調べてみるとよい。
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